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SHIBAURA HOUSE(シバウラハウス)は、さまざまな顔を持つユニークなコミュニティスペースです。ここは地域の人々にとっての公

園、若い人々がアートやデザインを学ぶ学校、こどもたちの遊び場、ときには帰宅前の会社員が立ち寄るサロンのような場にもなりま

す。2011年5月末にビルが竣工、7月からの事業スタートを予定しています。

東京湾に面し、典型的なオフィス街として知られる港区芝浦。しかし今は街としての表情を大きく変えようとしています。ここ数年の

マンションの建設ラッシュによって住民が増加したばかりではなく、至近アクセスが可能な羽田空港の国際化、そして数年後にはJR田

町駅前の再開発も控えています。今後の芝浦は、都心にありながらオフィスと生活空間が混在した複合的な地域性が生まれていくと考

えられます。そうした多様な変化を迎えるなかで、さまざまな人々をつなぐ地域のハブになることが SHIBAURA HOUSEのテーマで

す。

新しいビルの設計は、昨年プリツカー賞を受賞した建築家・妹島和世氏が担当。大通りに面した敷地に、30 メートルの高さと約 

1,000 平米の床面積をもつ、透明感溢れた建築が生まれます。その内部は7層から成るユニークな吹き抜け構造と大胆なテラスの配置
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によって、人々があらゆるポイントで交差し、ごく自然なコミュニケーションが生まれるように配慮されています。また全体の表面は

ガラスとメッシュで覆われ、その限りない透明性は、内部で活動する人々の姿をダイレクトに映し出します。

SHIBAURA HOUSEでは誰もが参加できる、楽しく、有意義なイベントが数多く用意されます。ランチタイムには食や雑貨のマーケッ

トをはじめ、ミュージシャンによるライブ、専門的なスキル(ビジネスからアートまで)を学ぶスクールなどが日常的に開催されます。

その模様の一部はストリーミングによって世界に配信、もしくは印刷物としてまとめられ、多くの人々に届けられます。

SHIBAURA HOUSEは40年近くにわたって芝浦に会社を構える広告製版社が、自社ビルの建て替えを機にスタートする地域共生型プ

ロジェクトです。社員のオフィススペースを全体の1/3に抑え、残りをコミュニティスペースにすることで地域活動を誘発し、その情

報をさまざまなメディアを通して伝える役割を担いたいと考えています。
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建築はきわめて斬新で、それ自体が明快なメッセージをもちます。内部は5つのパートが絡み合うように構成され、ひとつの部屋のよ

うにつながった空間になります。1Fはガラス一枚で仕切られ、街に溶け込むような「リビング」。ここは誰もが入ることのできる小

さな公園のようなスペースで、地域の人々に向けたオープンなイベントが開催されます。上階の2層は大きなテラスによって立体的に

繋がる「ラウンジ」で、メンバーが自由に使うことができるデスクやWiFiをはじめ、新聞や雑誌なども閲覧できます。その上には情報

配信のメディアセンターとして機能する「ワークスペース」があり、映像や紙媒体の制作スタッフが揃います。そして最上階にはかつ

てない空間体験に誘う「バードルーム」が 備わり、多目的なレンタルスペースとしても開放されます。

 所在地: 東京都港区芝浦3-15-4

運営: 株式会社広告製版社

建築設計: 妹島和世建築設計事務所

イラストレーション: Jody Wong

プレスリリース　2011年4月1日
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